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消費社会における「少女」
一庵野秀明『式日』論一
田中亜衣
[以下に掲載するのは、2005年度表現文化コース優秀論文lこ選ばれた田中亙衣さ
んの卒論の抜粋(第4章と結論)である。本論は『式日~(20∞年)における少女と周囲
の世界、とりわけ男性との関係、を主題としている。第 l章では、原作と映画作品との
比較がなされ、第 2尊重では大塚英志、伊藤俊治、飯沢耕太郎らの言説をひきながら
少女とはし、かなる存在であるのかが考察される。続く第 3章では、ロー ラ・"7/レヴィの
古典的ハリウッド映画における視線の機能のジェンダー論的分析を参照しつつ、
『式日』のカメラワークや視線の編集の独自性が分析される。そして、第 4章ではメア
トアン・ドーンによる映画における声の分析をもとに、著者は『式日』で用いられてい
るヴォイス・オーヴァーの精進を考察している。『式日』とし、う作品は、じつに多様なレ
ベルで少女と男性との関係を主題化している。たとえば、主演女優でもある藤谷文
子がみずから執筆した短編小説を原作とし、それを映画作家庵野が映像化してい
るだけではなく、カントクと呼ばれる男が登場することによって、ジェンダーと撮ること
/鍛られることの関係が作品内において二重化されている。本論文で特に評価され
たのは、少女と男性との関係(共犯や葛藤)を物語内容のレベルで追うだけではなく、
代表的な理論を参照しつつ、視線の編集や声の編成など、映画の形式のレベルに
おいても分析し、少女と男性との関係がし、かに作品をその細部にいたるまで規定し
ているかを明らかにしている点である。映画における「幻想的身体」の理解にはやや
不確かなところがあるものの、ドーンのヴオイス・オーヴァ一分析を援用しつつ『式日J
の例外的ともいえるヴォイス・オーヴァーの特質を考察し、複数の戸の矛盾と葛藤の
うちに作品の主題を読みとっていく部分は本論のハイライトといってよいだろう。
(海老根剛))
第 4章芦の問題
最後に、作品内で多用されるヴォイス・オーヴァーを取り上げ、その内容や様式
に着目し、ヴォイス・オーヴァーが主人公と男の関係にどのような影響を与えるの
かを検討する。
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まずは、ヴォイス・オーヴァーとはど、のようなものか、メアリ・アン・ドーン(MaryAn 
Doane)の「映画における声」をもとに考察したい。
ヴオイス・オーヴァーとは
ドーンは、映画のテクノロジーとさまざまな実践によって再構築された身体は幻
想的身体であるとする。つまり、スクリーンに現れる身体とは実体ではない。そこに
音が加わると、その幻想的身体はより完全な(そして有機的に統一された)身体と
なり、同時に台詞を特定の個人に帰することができるようになるという。 l
映画とし、うものが無声で始まり、トーキーへと移行するなかで、大衆は自分たち
が耳にしている音(映画の音)が自分たちの自にしているもの(スクリーン)から発
せられたものであることの確証を求めた。そうだとすると、オフの声やヴォイス・オー
ヴァーの使用は2、発声映画の目新しさが薄れていくある程度の「慣らしj期間を
経て初めて試みられたものに違いない。しかし、「口の動きと声との向調」という形
での同調が支配的な物語映画において大きな役劃を果てしてきたことには、まっ
たく疑いはない。音と映像の聞の他のタイプの関係について多くの実験が行われ
ているものの、同調された会話は映画における音の表象の支配的な形式であり続
けている。 3
ドーンの説明するように、ヴォイス・オーヴァーは発声映画(トーキー)のさらに後
になってから発生してきたものである。ロの動きに同調された声が支配的な形式
であるならば、話している声の主がスクリーンに現れていなかったり、芦の主がスク
リーンに現れているのにその口が動いていなかったりするヴォイス・オーヴァーは
「主流映画Jからすると特異な形式となる。
『式日』において、出演している役者の声はヴォイス・オーグァーとして使われて
いない。また、ヴォイス・オーヴァーとして発せられる声は一つではなく、男性と女
性の声が一つずつで、 一つの映画の中に二つのヴォイス・オーヴァーが存在する。
その話される内容やタイミングから推察するに男性の声は男の、女性の声は主人
公の心象を語っているように思われる。
たとえば、商店街のアーケードの上を主人公と男の二人が歩きながら話してい
るシーンでは、主人公の「なんかよくわかんないけどおもしろいよJという台調の直
後に男性の「と言っているが、本当はどうだろう。彼女は、ただ人の声を聞いてい
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たかっただけで、はないのか・・・Jとしづヴォイス・オーヴ、ァーが入る。また、主人公が
あまり睡眠をとらないことに対しても、男性の声で以下のようなヴォイス・オーヴァー
が入る。「彼女は夜明け近くまで寝ることがなかった。が、朝は 6時前に起きて必
ず電話の時報を聞いている。私の見る限り、彼女はほとんど睡眠をとっていなかっ
た。彼女は真実に向き合うことが恐ろしく、睡眠ですら拒絶している。人間のもつ
唆昧な記憶に絶対の真実などは存在しない。記憶の消去と更新は、彼女が生き
ているための唯一の精一杯の行動なのだ。喜びの記念日より忘れたい日々のほう
が多いのは確かだ。私は彼女に何を求めているのか。 j
男性のヴォイス・オーヴァーで「彼女Jと称される人物への言及は、すべて主人
公の言動とぴったり重なる。そして、多くの場合、男性の声はI彼女jの状態を定
義づけ、解明しようと試みる。さらに、彼は彼女と自分を比較することで自分を顧
みたり、彼女を聞から救い出してやりたいと願ってみたり、結局自分には何もでき
ないなどと自己の心情を吐露するのである。
一方、女性のヴォイス・オーヴァーを引し、てみよう。「さく乱したこの心と、人を恋
しく思うこの上ない迫りくる孤独、誰でもいいのかもしれない。ただ、いつも変わるこ
とない、減ることない、愛をあたえ続けてくれる人がいれば、それでいいのかもしれ
ない。これが本当の愛だとか、あなたと居れば落ち着くだとか、気が合うだとか。自
問自答の毎日。病んでいる、パパもママも病んでいる、みんな病んでいる、そして
私は l番病んでいるJ4
この女性のヴォイス・オーグァーの台詞は、主演女優であり原作者でもある藤谷
文子の書き溜めた詩を庵野が選び出し、映画中に使ったのだ、とし、う。 5主人公が
男との会話で自分の頭の中の情景を話す場面があるが、それは以下のようである。
「無表情な蚊が落ちてして。で、っかい蚊。私よりずっとずっとで・っかい蚊。ぐったりし
ていて動かない。自分よりずっとでっかい生物に捕まった。そいつの足で捕まれて、
そいつは羽ばたいた。上までいって、私のすぐ上を飛んで‘った。だけれどその蚊は、
そこで足を離され落ちてった。それでもずっと無表情。そのままひゆるりひゆるりと
落ちてった。」
詩的で断片的という点でこの台詞は女性のヴォイス・オーヴ、アーに酷似している。
主人公の不安定な精神状態とシンクロしていることや、彼女が置かれている家族
関係を暗示する詩であり、女性のヴォイス・オーヴァーは主人公の幻想であると考
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えてもよさそうである。男性の声とは対照的に、女性のヴォイス・オーヴァーは論理
構築されておらず、断片的な文章である。男に対するコメントや感情がそのまま捕
かれることはない。
男性のヴォイス・オーヴァーが状況を定義づけ、原因を究明しようとしたり、問題
への対策を練ろうとしたりするというように論理的であるのに対し、女性のヴォイス・
オーヴァーは詩のように断片的でまとまりがなく、感情的である。
ところで、この『式日』のヴォイス・オーヴァーは男性の声を松尾スズキが、女性
の声を林原めぐみが担当している。なぜこのように出演している役者とは違う声が
あてられているのであろうか。ドーンの論考にもあるように、「はっきりと特定された
身体、すなわちスターの身体から声を分離することは不可能である。J6物理的に
一つの身体からは一つの声しか発せられない。声色が変えられるとしても、その声
も同じーっの身体から発せられたものである。しかし、『式日Jでは一つの身体(役
者)に二つの声(役者の声と声優の声)が宿っている。声優の声は一体誰の声な
のか。
アニメーションにおける声
この間いに答える前に、一度アニメーションにおける声の役割に関して言及して
おきたい。アニメ出身である庵野は、その経験からアニメーションと声に関して、次
のように述べている。
アニメって複合人格なんですよ。何人ものアエメーターさんがひとつのキャ
ラクターを描いてる。それを統ーしているのは声優さんの声だけなんですよ。
街の存在とか人の存在とか、役者が人間としてそこにいるから僕にとって
は十分生々しい。それまでアニメってゅう、全然そうし、うのがない絵に描い
た人聞を描いていたので、本物の役者がいるだけで生々しいんですよ。 8
映画において、スクリーンに映し出される身体は幻想的身体であるが、実在す
る役者は生身の身体をもっている。しかし、アニメにおいて描かれた人物はそもそ
156 
消費社会における「少女j
も存在しないのであり、その生身の身体が存在するはずはない。アニメに存在する
のは声をあてる声優の身体のみである。もし、声が数人の声優によってあてられた
なら、その描かれた人物は分裂したままであろう。生身の身体をもたず、バラバラ
に描かれた人物は、唯一身体をもっ声によってのみ統一されうるのだ。アニメの人
物とは、声が加わるとより完全な身体となりうる映画の幻想的身体とは、似て非な
る存在である。
映画における幻想的身体は生身の身体を伴う。生身の身体とは、初めから統
ーされた身体であり、そのことは特定された身体から声を分離することは不可能で
あることを意味する。特定された一つの身体に二つの声をあてるということは、生
身の身体を脅かすことであり、すなわちその身体の統一性を崩すこととなる。庵野
は、声によって人物を統ーするしかないアエメーションという世界の体験から、映
画における人物の統一性を声によって崩壊させることを試みたのではないだろう
か。
ヴォイス・オーヴァ一分類
ドーンはヴォイス・オーヴァーに関して次のように述べている。少し長くなるが、以
下にその引用を列挙する。
フラッシュパックにおけるヴォイス・オーヴァーは身体との関係において声を
時間的にずらしてしまうけれども、声は多くの場合、物語の完結の一形態
として、身体に返される。さらに、ヴォイス・オーヴ、ァーは非常におおくの場
合、単に物語を開始するだけであり、その後は同調された会話に取って代
わられ、物語世界が「自ら語るJに任せるのである。 9
これに対して内的独自においては、声と身体とが同時に表象されるが、し
かしその声は、身体の延長であるどころか、身体の内層を明らかにする。
声は映像には接近不可能なもの、可視なるものを超えたもの、すなわち登
場人物のI内面生活Jを明らかにするのである。 10
ド‘キュメンタリー におけるグォイス・オーヴァーによる注釈は、オフの声やフラ
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ツ、ンュパックの聞のヴォイス・オ}ヴァーや内的独自などとは違って、事実
上、身体を持たない声である。(中略)ヴォイス・オーヴァーによる注釈は必
然的に、物語世界の空間の外にあるものとして提示される。この声にある
種の権威を賦与するのは、物語世界との関係におけるその根本的な他者
性である。直接的な呼びかけの一形態として、この声は媒介なしに観客に
話しかける。(中略)この声と観客は映像を一緒に理解し、したがって映像
を位置づけるのである。(中略)ド、キュメンタリーの歴史においてはこの声は
たいていは男性の声であり、そのカは知の所有のうちに、特権的で疑問の
余地のない解釈活動のうちに存する。 11
『式日』のヴォイス・オーヴ、ァーは以上のどれにあてはまるのだろうか。
男性のヴォイス・オーヴァーは主人公の行動を位置づけるという点でド、キュメンタ
リーの注釈のような役割を果たしながらも、希望や不安、焦燥を語っている点で男
の内的独自の役割も果たしている。
「ヴォイス・オー ヴ、ァーによる注釈は必然的に、物語世界の空間の外にあるもの
として提示されるJ12とあるが、男は物語を構成している登場人物である。しかし、こ
こでまた二つの声が問題となる。ヴォイス・オーヴァーの芦は出演している男の声と
は違う。スクリーンには現れない、まさに「身体を持たない声J13である。となれば、
出演している男を客観的に見ているもう一人の自己、あるいは他者と考えることも
可能だ。いずれにせよ、男の声は他者性を帯びている。それゆえ、 「この(ヴ、オイ
ス・オーヴァーによる注釈の)声と観客は映像を一緒に理解し、したがって映像を
位置づけるJ14ことも可能である。主人公を撮る男がデジカムにむかつて観客への
解説を入れるように、男性のヴォイス・オーヴァーは映画の観客に直接話しかけて
いると考えられるのだ。解説は物語と同時に進まなければならず、よって男性のヴ
ォイス・オーヴァーは物語の直線的な時間に拘束されている。このことは正常な時
間を生きている男とも同調している。
一方、女性のヴォイス・オーヴァーは内的独自の意味合いが濃い。主人公の不
安定で分裂した人格が、そのまま詩に反映されている。注釈のヴォイス・オーヴァ
ーが観客に向かつて話されているのとは違い、内的独自のヴォイス・オーヴァーは
誰にむかつて放たれているのか定まらない。母親に、父親に、姉に、男に、といく
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通りにも考えうる。男性のヴォイス・オーヴァーが物語に沿って挿入されているのと
は対称的に、女性のヴォイス・オーヴァーは物語の文脈とは関係なく突如挿入さ
れる。物語の直線的な時間に拘束されていないのである。さらに、 女性の声もまた
役者のそれではなく、「身体を持たない声J1 Sである。それゆえ、彼女の言葉は時
空をさまよう。いつ、どこで、誰が、誰にむかつて放った言葉なのか定まらない、た
だそこに在る言葉となるのだ。主人公は母や姉、父や男に対して抱く愛情や憎し
みといった、相反する感情をもっている。彼女のその内面的な分裂が芦の複数性
に表れているのではないだろうか。つまり、女になろうとする身体とそれを拒む心の
分裂が他者の声によるヴォイス・オーヴァーとし、う纏端な分離として現れているの
ではないか。
スクリーンとは映像が展開される空間である。それに対して映函館は、全
体がまるごと音の展開のための空間である。しかし、スクリーンは、映函館
の聴覚的空間に対して優位を認められている。スクリーンは映画という見
世物の展開の場として措定されており、音はすべてそこから発するからで
ある。(中略)なるほど音はほとんど常に映像との関連において論じられる
けれども、このことが自動的に音を従属的なものにするとは必ずしも限らな
い。別の観点から見れば、(サウンド映画においては)どの映像にせよ、音
による屈折を受けていないなどということは疑わしいのである。 16
『式日』のヴォイス・オーヴァーにこの理論を応用して考えると面白い。男性の声
は「見世物の展開」に沿って、つまり、スクリーンの映像のために諮られる言葉であ
る。しかし、女性の声は、フィルムにのってはいるものの、物語とは別の空間に存
在する声であり、映像に従属しているとは考えにくい。この関係は「少女(女性)Jと
「映画(男性によって撮られた)Jとの関係に対応している。つまり、「少女(女性)J 
は「映画jから逃れていくのである。
三つの空間
ところで、ドーンは声の概念、を三つのタイプの空間を用いて説明する。一つめは、
物語世界の空間である。映画によって構築されるこの仮想空間には物理的限界
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はない。それは耳で聞くことのできる特徴と目で見ることのできる特徴を合わせ持
つものとして描かれる。二つめは、映像の受け手としてのスクリーンの自に見える
空間である。物理的限界があり、見ることはできるが聞くことはできない空間である。
三つめは、映画館ないし観客席の音響空間である。そして、オフの声はこの三つ
の空間の聞に確立される諸関係を考察することなしには理解できない。オフの声
によって、カメラが記録していない空聞が虚構世界の中に存在するのだということ
を示し、また、三つの空間が精巧に重ね合わせられるのである。 17
ドーンは「こうした空間すべてが観客のための空間となる。しかし、フィク、ンョン映
画の登場人物が認めることができるのは、第一の空間だけである。ドキュメンタリー、
物語、前衛など映画様式が異なれば、そこに設定される三つの空間の関係も異
なってくるJ18としている。『式日』ではこの三つの空間をどのように扱っているか考
えてみよう。『式日』はドキュメンタリータッチに作られてはいるものの、やはりフィクシ
ヨン映画である。フィク、ンョン映画である限り、物語空間の否定はなしえない。
ドーンによれば、もし登場人物が観客に視線を向けて話しかけたならば、その
登場人物の姿が見え声が聞こえているのが観客のいる現実の空間とは根本的に
違った空間であると認めることになり、そのような行為は、一般的には/レール違反
であるとみなされるという。 19しかし、『式日』の主人公は観客に視線を向けて話し
かける。彼女が男に自分の住む廃ビルを案内する場面で、彼女はデジカムではな
く、映画のカメラに向かつて話す。つまり、彼女は観客席の空間の存在を肯定して
いる。しかも、彼女は台詞を放ちながら、カメラのフードを手で覆うのだ。画面はほ
とんど影で黒くなってしまう。主人公は観客にカメラとし、う機器の限界を示すととも
に、スクリーンの物理的限界をも示している。彼女はスクリーンを意識しているの
だ。
こうして、『式日』は登場人物が物語空間とスクリーンの空間、観客席の空間と
三っすべての空間を肯定しているということになる。そもそも映像作家がデジカム
を構え、その光景がさらに映画のカメラに捕らえられていることや、実際にデジカム
で撮られた映像が本筋の劇中にも使用されるということ自体が、カメラによって記
録されていない空間が虚構世界の中に存在するのだと主張していることになる。
『式日』においては、オフの声がなくとも三つの空間が意識されるのである。『式
日』の場-合、オフの声、特に時間にも空間にも縛られない女性のヴォイス・オーヴ
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ァーは超越的な場に存在する。その声は三つの空間と関係、をもちつつも、浮遊し
ている状態なのである。
結論
原作を少女である藤谷文子が書き、映画を男性である庵野秀明が監督する。
原作である『逃避夢』は少女の遊戯のような、きまぐれで作者の感情におおいに
左右された作品となっている。庵野はそうした原作の核となる部分を取りだし、独
自の手法でその世界観に入り込んだ。その手法とは、映像作家という職業に就く
男性を加えることや、それぞれの役に個人名をつけないことであった。また、複数メ
ディア(フィルムとデジカム)の併用や、ヴォイス・オーヴァーの声を出演している役
者とは違う人物にあてさせるとし、う手法にも挑戦している。
『式日』はハリウッド「主流映画Jにおける物語映画の概念に反旗を翻す作品で
あるといえるだろう。「主流映画」が女性の身体を性的に切り取る目的でクロースア
ップを使用するのに対し、『式日』において、クロースアップは主人公の感情表現
を強調されるために挿入される。また、物語は、男性ではなく、女性の行動によっ
て進行するのである。『式日 』ではマノレヴィのし、う見る行為における役割分担が随
所で逆転している。映画は登場人物の生活を覗いているかのような内密行為であ
るとしづ概念は、主人公のカメラ回線によって打ち砕かれる。しかし、彼女はその
概念を打ち砕いたうえで、観客を物語世界へ誘い入れようとする。つまり、観客と
主人公の内密行為は存続するのだ。『式日』は映画の虚構を認めたうえで、作品
の主題である「少女Jに近づこうと試みるのだ。
また、庵野は、声によって人物を統ーするしかないアニメーションという世界の
体験から、映画における人物の統一性を声によって崩嬢させることを試みた。男
性のヴォイス・オーグァーが論理的で直線的な時間に拘束されているのに対し、
女性のヴォイス・オーグァーは詩のように断片的であり、時空をさまよう声なのであ
る。彼女の言葉はいつ、どこで、誰が、誰にむかつて放った言葉なのか定まらない、
ただそこに在る言葉となる。主人公の愛情と憎しみというような相反する感情が声
の複数性に表れている。『式日』の場合、オフの声、特に時間にも空間にも縛られ
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ない女性のグォイス・オーグァーは超越的な場に存在するのである。
これらいずれの分析にも「少女(女性)Jというフアクターが関わってくる。生産か
ら外れた女性である「少女Jは、視線という武器を使い、映画の既成概念を挑発し、
疑問に付す。しかし、男性は彼女をフレームに切り取ることで自分のコントロール
可能なものにしようとする。また、声においても、女性のヴォイス・オーヴァーは時間
にも空間にも束縛されない浮遊感をもつが、男性のヴォイス・オーヴァーは状況を
定義づけようと、主人公の言動や自分の立場を解説する。この「少女Jと男性のせ
めぎあいは何を意味するのか。
それは、今日の「少女」をとりまく消費社会である。近代は女性を交換可能な商
品として扱い、「少女jとし、う存在を生み出した。もちろん、その商品の価値は男性
によって定義づけされるのである。商品化された女性はいつか消費され、おばさん
になるしかないのだと「少女」たちは思っている。 高崎真規子は『少女たちはなぜH
を急ぐのか』の中で、セックスを急ぐ「少女Jたちに関して次のように述べている。
自分を商品として規定したとき、セールスポイントは女という性なのである。
性が商品なのではなく、自分とし、う商品の一番のウリが、女という性とし、うこ
とだ。女としづ性というのは、セックスだ、けじゃない。もっと広い意味での、自
分のからだであり、居ずまいである。そこにポイントを置いたら、若さは貴重
だ。そして、それを失ったら、堅実に働くか、結婚してありきたりの人生を歩む
しかないと感じているのだ。 20
『式日』の主人公はセックスに嫌悪感を抱き、女性となることを拒んでいる。セッ
クスを拒む彼女は自分が女として商品化されることを恐れているのではないか。彼
女は消費'されることを拒んでいるのである。商品化とは、つまり男性からの定義づ
けである。それゆえ、主人公は自らの視線を武器に映画の既成概念に疑問をな
げかけ、支配的父権社会に挑戦する。それだけではなく、彼女は映画から観客を
突き放しつつも、自分の世界に誘引することで、観客を強引に共犯者にしようとす
るのである。彼女はパラダイムを破壊しそうして自ら崩嬢させた世界へと観客を引
き入れるのだ。さらに、「少女jは自らの声を超越的な場に置くことで、男性による
定義づけから逃れようとしている。 f少女(女性)Jが「映画jから逃れていくとし、うこ
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とは、つまり、商品化から逃れようとしているということである。『逃避夢』の見返しに
藤谷は以下のような走り書きを添えている。
どうぞ私を何かにあてはめ分析なさらないでください。
あなたの気が楽になるために私を何かと一緒になさらないでください。
愛を持って思考してください。
ーでなければ、どうぞほうっておいてください。 21
『式日』のさまざまな格好をした主人公がデジカムの映像に切り取られ、「明日
は私の誕生日なの」とし、う台詞とともに映し出される、ンヨットが連続する場面では、
まさに上述の藤谷の願いが叶えられんとしている。さまざまな格好をした主人公は、
ありとあらゆる表情でデ、ジカムにむかつて「明日は私の誕生日」だと言う。その一人
一人がまるで別人のように映る。彼女は自己を「何かにあてはめJられ、「こういう人
物だjと定義づけされることを恐れているのだ。このショットの最後には、主人公は
幻影のように幾重にも重なって、デジカムの画面からはみ出してゆく。デジカムの
画面からはみ出してゆくことは、つまり、男性のコントロールする世界からの脱出で
ある。しかし、こうした演出もまた男性である庵野によってなされている点には注意
しておきたい。自らの定義づけ(商品化)を拒む「少女Jを男性がカメラを用いて定
義づけ(商品化し)ようとし、またさらにその行為が別の男性によって定義づけ(商
品化)されようとしている。『式日』は消費社会における「少女Jと男性の多重のせ
めぎあいの上に成り立っている作品なのである。
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